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この度，名古屋大勃磁器質事搾所業績報告書紋IX)を刊行する運びとなりました.刊行にご

協力頂いた関係各イ立に深く感謝設します.

ヰ報告書は、平成20年 1 月 1仏11 日の両日に開催された第20 田名古屋大学年代測定総合研究

センターシンポジウムの内容と、本年度同3ける年イ切j定に関する学内共同教育・研究の成果を

まとめたものです.

本年度の前半は，タンデトロンカ路盤苦質動漸計が榔競走きで， 14C測定が思うように進まず，

共同j用実験を十づ混と肘縫できませんでした.また， 11 財道ら古川記念館の再鷺工事が始まり，

年代測定総合研究センターの共同利用がほぼ完全に停止しました.わず料こ，第 1 実験室におけ

る誤料調製が可能な状態ですe このような状況にもかかわらず，第 20 回目にあたるシンポジウ

ムは，特別講演4件，一蝦講演 20 件と例年同様，密度の高い内容でした.また，本業績報告書

も，多岐に亘る分野から充実した萄朗読煉を寄稿して頂きました.これらの内容は，い背もきち

んとした学術雑誌に掲載されるものと耕寺します.

さて，国立大学の法人イ機4年間が錨晶し，それ般的部局において多方面に亘る成果・実績

が求められております.当センターに所属する研究者自身の研究成果は初論のこと，学内共!帯11

用教育研究センターとしての成果・実績も求められます.最新の実績として，当センターのホー

ムページを全面改定致しました.特に，ユーザーの皆様の利用を考慮して，単純な檎或で親しみ

やすい，しかも情報を豊富に含んだ内容を目指しております.例えば，当センターのホームペー

ジを介して，本報告書の既刊版に収められた論文の一部が pdfファイルとしてダウンロードでき

るようになっています.また，初めての企画ですが，当センターが現誰提供している共!司利用サ

ーピスに対するユーザ」の満足度指標を収集するためにアンケート調査を実櫨しそのアンケー

ト結果を踏まえたうえで，シンポジウムの際に自由討論を行し、ました‘その概要は，本報告書に

まとめであります.この討論の内容をもとに，必要な改善を図るための体制作りに着手しており

ます.その手始めとして，試料調製システムの予約状況をウエブ、から確認でき，さらにウエプか

ら予約可能なシステムを試行中です.また， 14C 測定共i責保リ用の申請項目とその測定の進行状況

をウエプに表示するシステムを検討中です.このような改善により，共同利用の描邑そして実

績の向上が選或できれば有り難く存じます.

年代潰l淀総合郡苦センターは，文献十学省、21 世記∞Eプログラム「太陽・地球・生命圏相互

作用の変動学J と「同位体が拓く未来開立体科学の基礎から応用まで"-J の2件に参画してきま

した.名古慶大学から新たに申請されておりますグ、ローノ勺レ COE フ。ログラムについても 2件

への参画を予定しています.平成 12 年度に発足した年代測定総合研究センターは，来る4月か

ら 9年目に入ります.今後とも，新たな年慨j定法の開発研究や必要な装置の改良研究を推進し，

さらに次世代の年代学覗究を担う若手研究者を育成することにより，センターの存在意義を学内

外に明示して行く必要があります.世界トップレベルの年伐研究と年代教育計鱒する年イt測定

総合研究センターとなるために，関係各位のなお一層のご支援・ご協力をお願い致します.
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